
     

 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 
平成２０年１２月 

川 崎 市 

 

川崎市都市計画マスタープラン 

小杉駅周辺まちづくり推進地域構想 

素案から案への新旧対照 

 

 

● 本資料は、素案から案へ修正した箇所を比較・対照する資料としてまとめています。

本ページ以降、左ページに「案」、右ページに「素案」が対照となるよう記載していま

す。 

 

● 市民の皆様からいただいた御意見を参考に修正した箇所については、２重下線で表示

するとともに、川崎市都市計画審議会都市計画マスタープラン小委員会での審議や庁

内検討などを基に修正した箇所については、下線で表示しています。 

 

 



都市計画マスタープラン小杉駅周辺まちづくり推進地域構想 Ｈ20.12.11 案 

「案」－50 
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都市計画マスタープラン小杉駅周辺まちづくり推進地域構想 Ｈ20.9.16 素案 

 

「素案」－50 
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都市計画マスタープラン小杉駅周辺まちづくり推進地域構想 Ｈ20.12.11 案 

「案」－50 

 ■３  土地利用現況                                            
●小杉駅を中心に商業・業務施設が集積し、鹿島田菅線、東京丸子横浜線及び JR 南武線で囲まれ

たエリアは、商業施設、公共・公益施設等、広域拠点として都市機能が集積しています。JR 向河

原駅周辺には大規模な工場が立地し、近年、研究開発業務機能や集合住宅等への土地利用転換が

進みつつあります。 

●JR 南武線の北側は、駅周辺に商業・業務施設、公共・公益施設、集合住宅等が立地し、さらに

その北側には住宅主体の市街地が広がり、多くが戸建住宅であるものの、集合住宅と混在してい

る地区も見られます。新丸子駅周辺には店舗併用住宅が集積し、活気のある商店街を形成してい

ます。 

 

 
平成 17 年度都市計画基礎調査より
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都市計画マスタープラン小杉駅周辺まちづくり推進地域構想 Ｈ20.9.16 素案 

 

「素案」－50 

 ■３  土地利用現況                                            
●小杉駅を中心に商業・業務施設が集積し、鹿島田菅線、東京丸子横浜線及び JR 南武線で囲まれ

たエリアは、商業施設、公共・公益施設等、広域拠点として都市機能が集積しています。JR 向河

原駅周辺には大規模な工場が立地し、近年、研究開発業務機能や集合住宅等への土地利用転換が

進みつつあります。 

●JR 南武線の北側は、駅周辺に商業・業務施設、公共・公益施設、集合住宅用地等が立地し、さ

らにその北側には住宅主体の市街地が広がり、多くが専用住宅であるものの、集合住宅と混在し

ている地区も見られます。新丸子駅周辺には店舗併用住宅が集積し、活気のある商店街を形成し

ています。 

 

 平成 17 年度都市計画基礎調査より
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都市計画マスタープラン小杉駅周辺まちづくり推進地域構想 Ｈ20.12.11 案 

「案」－50 

（４）持続可能なまちづくり 

   近年は地球温暖化やヒートアイランド現象、集中豪雨の多発など、地球規模での環境問題が社

会的課題になってきています。今後のまちづくりにおいては、環境問題に対する諸施策と連携し

た持続可能なまちづくりが求められています。 

 
（５）交流拠点のネットワークの形成 

駅周辺の外縁部にある小杉駅周辺の貴重な環境資源である多摩川、等々力緑地、二ヶ領用水等と

都市公園や駅周辺を結ぶ水と緑のネットワークづくりを進めていくことが必要です。 

 

（６）景観 

人が多く集まる、市の玄関口である駅周辺においては、優れた景観形成を図り､個性と魅力の

あるまちづくりが求められています。また、地域資源のある個性的な街並みを形成している地域

では、魅力的な都市景観の形成を図るため、市民の景観に対する関心を高めるとともに、地区の

特性を活かした景観誘導を行っていくことが必要です。 

 

（７）住民主体のエリアマネジメントの推進 

「NPO法人小杉駅周辺エリアマネジメント」が立ち上がり、地域生活の身近な課題を解決する

組織づくりや活動を通してまちの発展に貢献することをめざしています。今後とも、住民が主体

となって住みよい地域づくりを進めていくために、地域課題に対して、NPO、市民活動団体、町

内会、企業等のコミュニティなど、多様な主体がエリアマネジメントに参加し、地域の多面的な

魅力を引き出しながら、住民自らがまちづくりを進めていくことが必要です。 
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八百八橋移設セレモニー 

小杉こども探検隊の活動 
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都市計画マスタープラン小杉駅周辺まちづくり推進地域構想 Ｈ20.9.16 素案 

 

「素案」－50 

（４）持続可能なまちづくり 

   近年は地球温暖化やヒートアイランド現象、集中豪雨の多発など、地球規模での環境問題が社

会的課題になってきています。今後のまちづくりにおいては、環境問題に対する諸施策と連携し

た持続可能なまちづくりが求められています。 

 
（５）交流拠点のネットワークの形成 

駅周辺の外縁部にある小杉駅周辺の貴重な環境資源である多摩川、等々力緑地、二ヶ領用水等と

都市公園や駅周辺を結ぶ水と緑のネットワークづくりを進めていくことが必要です。 

 

（６）景観 

人が多く集まる、市の玄関口である駅周辺においては、優れた景観形成を図り､個性と魅力の

ある街づくりが求められています。また、地域資源のある個性的な街並みを形成している地域で

は、魅力的な都市景観の形成を図るため、市民の景観に対する関心を高めるとともに、地区の特

性を活かした景観誘導を行っていくことが必要です。 

 

（７）住民主体のエリアマネジメントの推進 

「NPO法人小杉駅周辺エリアマネジメント」が立ち上がり、地域生活の身近な課題を解決する

組織づくりや活動を通してまちの発展に貢献することをめざしています。今後とも、住民が主体

となって住みよい地域づくりを進めていくなどの地域課題に対して、NPO、市民活動団体、町内

会、企業等のコミュニティなど、多様な主体がエリアマネジメントに参加し、地域の多面的な魅

力を引き出しながら、住民自らがまちづくりを進めていくことが必要です。 
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都市計画マスタープラン小杉駅周辺まちづくり推進地域構想 Ｈ20.12.11 案 

「案」－50 23
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都市計画マスタープラン小杉駅周辺まちづくり推進地域構想 Ｈ20.12.11 案 

「案」－50 

（３）住工共存市街地では、研究開発型都市を支えるものづくりの基盤技術を保有する中小工場

群が集積していることから、工場の操業環境の維持向上と住環境が調和した市街地の形成をめざ

します。【中原 145番+分類上「住工共存市街地」を追加】 

 

（４）研究開発市街地や住工共存市街地に隣接する複合市街地では、研究開発・ものづくり機能や、

商業・業務機能等の環境を保全しつつ、活力にあふれた市街地を形成するため、生産機能の高度

化に加え、商業・業務・居住機能等の計画的な誘導を図ります。 

 

 ■３ 良好な住宅市街地の形成をめざします                          
 

（１）まちの良好な街なみ景観や住環境を形成するため、

地区計画や建築協定等を活用した土地利用や街なみ景

観のルールづくりをめざす住民の発意による主体的な

まちづくり活動を支援します。【中原 97番】 

 

（２）都市型住宅市街地では、良好な環境を備えた都市型

の住宅市街地の形成をめざします。【将来構想2-2】 
 

（３）中密度住宅市街地では、戸建住宅と共同住宅等とが

調和した中密度の土地利用を維持するとともに、地区計

画や建築協定等を活用した土地利用や街なみ景観のル

ールづくりをめざす住民の発意による主体的なまちづ

くり活動を支援します。【中原 82番、都市マスを踏まえ
低中層住宅市街地を追加】 

 

 

 

 ■４ 沿道利用型の複合市街地の形成をめざします                     
 

（１）道路整備等に合わせ、沿道利用型の商業・業務や居住

機能が複合する市街地の形成をめざします。【将来構想2-2、
「等」を追加】 

（２）特に幹線道路の沿道地区では、地域の状況に応じて用

途地域等により沿道建築物の不燃化や周辺環境に配慮し

た建築を誘導し、周辺市街地の環境や防災性の向上に寄与

する沿道の街なみ景観の形成を促進します。【中原 111番+
下線部追加】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ■５ 地区計画等を活用した計画的な土地利用の誘導に努めます            
 

（１）研究開発市街地、商業・業務市街地、複合市街地において大規模な土地利用転換や機能更新 
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都市計画マスタープラン小杉駅周辺まちづくり推進地域構想 Ｈ20.9.16 素案 

 

「素案」－50 

（３）住工共存市街地では、研究開発型都市を支えるものづくりの基盤技術を保有する中小工場群

が集積していることから、工場の操業環境の維持向上と住環境が調和した市街地の形成をめざし

ます。【中原 145番+分類上「住工共存市街地」を追加】 

 

（４）研究開発市街地や住工共存市街地に隣接する複合市街地では、研究開発・ものづくり機能や、

商業・業務機能等の環境を保全しつつ、活力にあふれた市街地を形成するため、生産機能の高度

化に加え、商業・業務・居住機能等の計画的な誘導を図ります。 

 

 ■３ 良好な住宅市街地の形成をめざします                          
 

（１）まちの良好な街なみ景観や住環境を形成するため、

地区計画や建築協定等を活用した土地利用や街なみ景

観のルールづくりをめざす住民の発意による主体的な

まちづくり活動を支援します。【中原 97番】 

 

（２）都市型住宅市街地では、良好な環境を備えた都市型

の住宅市街地の形成をめざします。【将来構想2-2】 
 

（３）低中層住宅市街地では、戸建住宅と共同住宅等とが

調和した中密度の土地利用を維持するとともに、地区計

画や建築協定等を活用した土地利用や街なみ景観のル

ールづくりをめざす住民の発意による主体的なまちづ

くり活動を支援します。【中原 82番、都市マスを踏まえ
低中層住宅市街地を追加】 

 

 

 

 ■４ 沿道利用型の複合市街地の形成をめざします                     
 

（１）道路整備等に合わせ、沿道利用型の商業・業務や居住

機能が複合する市街地の形成をめざします。【将来構想2-2、
「等」を追加】 

（２）特に幹線道路の沿道地区では、地域の状況に応じて用

途地域等により沿道建築物の不燃化や周辺環境に配慮し

た建築を誘導し、周辺市街地の環境や防災性の向上に寄与

する沿道の街なみ景観の形成を促進します。【中原 111番+
下線部追加】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ■５ 地区計画等を活用した計画的な土地利用の誘導に努めます            
 

（１）研究開発市街地、商業・業務市街地、複合市街地において大規模な土地利用転換や機能更新 
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都市計画マスタープラン小杉駅周辺まちづくり推進地域構想 Ｈ20.12.11 案 

「案」－50 

 

 

土地利用方針図 
【商業・業務市街地】 

武蔵小杉駅駅前や大規模工場跡地など、商業・業務等の諸機能が集積した市街地の形成 

【複合市街地】 

商業・業務市街地と連携しながら、商業・業務、文化・交流、医療・福祉・教育、居住機能等

が複合する市街地の形成 

【都市型住宅市街地】 

良好な環境を備えた都市型の住宅市街地形成 

【研究開発市街地】 

研究開発やものづくり機能に特化した市街地の形成 

【住工共存市街地】 

研究開発型都市を支える工場の操業環境等の維持向上と住環境が調和した市街地の形成 

【中密度住宅市街地】 

戸建住宅と共同住宅等とが調和した市街地の形成 

【沿道複合市街地】 

道路整備等に合わせ、沿道利用型の商業・業務や居住機能が複合する市街地の形成 

※注：将来構想を元に、下線部を追加（都市マス中原区構想及び小杉の現況を勘案） 
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都市計画マスタープラン小杉駅周辺まちづくり推進地域構想 Ｈ20.9.16 素案 

 

「素案」－50 

 

 

 

土地利用方針図 
【商業・業務市街地】 

武蔵小杉駅駅前や大規模工場跡地など、商業・業務等の諸機能が集積した市街地の形成 

【複合市街地】 

商業・業務市街地と連携しながら、商業・業務、文化・交流、医療・福祉・教育、居住機能等

が複合する市街地の形成 

【都市型住宅市街地】 

良好な環境を備えた都市型の住宅市街地形成 

【研究開発市街地】 

研究開発やものづくり機能に特化した市街地の形成 

【住工共存市街地】 

研究開発型都市を支える工場の操業環境等の維持向上と住環境が調和した市街地の形成 

【低中層住宅市街地】 

戸建住宅と共同住宅等とが調和した市街地の形成 

【沿道複合市街地】 

道路整備等に合わせ、沿道利用型の商業・業務や居住機能が複合する市街地の形成 

※注：将来構想を元に、下線部を追加（都市マス中原区構想及び小杉の現況を勘案） 
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都市計画マスタープラン小杉駅周辺まちづくり推進地域構想 Ｈ20.12.11 案 

「案」－50 

 

 

■ 土地利用方針図 ■ 
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都市計画マスタープラン小杉駅周辺まちづくり推進地域構想 Ｈ20.9.16 素案 

 

「素案」－50 

 

 
 

■ 土地利用方針図 ■ 
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都市計画マスタープラン小杉駅周辺まちづくり推進地域構想 Ｈ20.12.11 案 

「案」－50 

（７）小杉駅周辺では、ホームタウンスポーツ推進パートナーの応援等に、多くの人々が訪れて

おり、市民のスポーツ・レクリエーションの拠点である等々力緑地への快適な歩行者空間の整備

に努めます。 

 

 
「バリアフリー新法の解説（国土交通省）」より抜粋 

 

 ■５ 安全で快適な自転車利用環境等を確保します                     
 

（１）駅周辺や商業施設における放置自転車問題を地域の課題としてとらえ、市民、事業者と協働

して、鉄道事業者による取組や再開発の機会をとらえた取組等を促進し、自転車等駐車場の整備

を進めます。【中原 5２番を分割】 
 

（２）一定規模以上の商業施設などの新築・増築に際して、「自転車等駐車場の附置等に関する条

例」により、自転車等駐車場の設置を促進します。【中原 5２番を分割】 

 

（３）大規模な商業施設等、多くの集客がある施設等の立地について、「建築物における駐車施設

の附置等に関する条例」等による駐車場の設置を誘導し、利用しやすい交通環境の整備を進めま

す。【中原 262番】 

 

●バリアフリー化推進のイメージ 
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都市計画マスタープラン小杉駅周辺まちづくり推進地域構想 Ｈ20.9.16 素案 

 

「素案」－50 

（７）小杉駅周辺では、ホームタウンスポーツ推進パートナーの応援に、多くの人々が訪れてお

り、市民のスポーツ・レクリエーションの拠点である等々力緑地への快適な歩行者空間の整備に

努めます。 

 

 
「バリアフリー新法の解説（国土交通省）」より抜粋 

 

 ■５ 安全で快適な自転車利用環境等を確保します                     
 

（１）駅周辺や商業施設における放置自転車問題を地域の課題としてとらえ、市民、事業者と協働

して、鉄道事業者による取組や再開発の機会をとらえた取組等を促進し、自転車等駐車場の整備

を進めます。【中原 5２番を分割】 
 

（２）一定規模以上の商業施設などの新築・増築に際して、「自転車等駐車場の附置等に関する条

例」により、自転車等駐車場の設置を促進します。【中原 5２番を分割】 

 

（３）大規模な商業施設等、多くの集客がある施設等の立地について、「建築物における駐車施設

の附置等に関する条例」等による駐車場の設置を誘導し、利用しやすい交通環境の整備を進めま

す。【中原 262番】 

 

 

●バリアフリー化推進のイメージ 
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都市計画マスタープラン小杉駅周辺まちづくり推進地域構想 Ｈ20.12.11 案 

「案」－50 

（２）資源・エネルギーの効率的な利用、廃棄物の発生・

排出抑制、再利用、再生利用、水循環構造の保全・再生等

の視点に立って、環境負荷が少なく、循環型の社会システ

ムの構築をめざした都市構造の形成や土地利用の誘導、都

市施設の整備を進めます。【中原 385番】 

 

（３）公共施設等への太陽光発電システム等の導入に努める

とともに、民間における新エネルギーや「革新的なエネル

ギー高度利用技術」の普及・促進を進めます。【中原 386
番】 

（４）産業公害や都市生活型公害の防止を図るために、用途地域等の地域地区の指定にあたっては、

環境との調和に配慮した土地利用の誘導に努めます。【中原 378番】 

 

（５）都市施設の整備や市街地開発事業の実施にあたっては、地域の環境特性を十分把握し、周辺

環境との調和や大気汚染、水質汚濁、悪臭、騒音・振動、雨水流出、廃棄物の増加等による環境

影響への配慮に努めます。【中原 379番】 

 

（６）工場跡地等の大規模な土地利用転換にあたっては、周辺市街地との調和や環境改善等に資す

る計画的な土地利用の誘導に努めます。また、有害物質等による土壌汚染対策の事業者等の適切

な取組を指導します。【中原 380番】 

 

（７）一定規模以上の建築物等の建築に対しては、大気汚染や騒音・振動、水質汚濁、土壌汚染等

の公害を防止するため、環境に配慮した適切な土地利用や施設整備を誘導するとともに、土地の

区画形質の変更を伴う大規模な開発行為に対しては、周辺の環境特性や土地利用と整合するよう、

緑地や生物の生息環境への配慮や水質汚濁、雨水流出、廃棄等による環境への影響の配慮を適切

に誘導します。【中原 381番、382番】 

 

（８）環境に配慮した建築物を促進するため、「建築物環境配慮制度」や、太陽光発電施設設置へ

の補助事業等により、省エネルギー型や、風や光などの自然エネルギー利用、環境への負荷を配

慮した建築物の建設など、新しい住まいづくり等の促進に向けた普及を図ります。 

 

 

建築物環境配慮制度（CASBEE 川崎）より
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都市計画マスタープラン小杉駅周辺まちづくり推進地域構想 Ｈ20.9.16 素案 

 

「素案」－50 

（２）資源・エネルギーの効率的な利用、廃棄物の発生・

排出抑制、再利用、再生利用、水循環構造の保全・再生等

の視点に立って、環境負荷が少なく、循環型の社会システ

ムの構築をめざした都市構造の形成や土地利用の誘導、都

市施設の整備を進めます。【中原 385番】 

 

（３）公共施設等への太陽光発電システムやコージェネレー

ションシステム等の導入に努めるとともに、民間における

新エネルギーの普及・促進を進めます。【中原 386番】 

 

（４）産業公害や都市生活型公害の防止を図るために、用途地域等の地域地区の指定にあたっては、

環境との調和に配慮した土地利用の誘導に努めます。【中原 378番】 

 

（５）都市施設の整備や市街地開発事業の実施にあたっては、地域の環境特性を十分把握し、周辺

環境との調和や大気汚染、水質汚濁、悪臭、騒音・振動、雨水流出、廃棄物の増加等による環境

影響への配慮に努めます。【中原 379番】 

 

（６）工場跡地等の大規模な土地利用転換にあたっては、周辺市街地との調和や環境改善等に資す

る計画的な土地利用の誘導に努めます。また、有害物質等による土壌汚染対策の事業者等の適切

な取組を指導します。【中原 380番】 

 

（７）一定規模以上の建築物等の建築に対しては、大気汚染や騒音・振動、水質汚濁、土壌汚染等

の公害を防止するため、環境に配慮した適切な土地利用や施設整備を誘導するとともに、土地の

区画形質の変更を伴う大規模な開発行為に対しては、周辺の環境特性や土地利用と整合するよう、

緑地や生物の生息環境への配慮や水質汚濁、雨水流出、廃棄等による環境への影響の配慮を適切

に誘導します。【中原 381番、382番】 

 

（８）環境に配慮した建築物を促進するため、「建築物環境配慮制度」や、太陽光発電施設設置へ

の補助事業等により、省エネルギー型や、風や光などの自然エネルギー利用、環境への負荷を配

慮した建築物の建設など、新しい住まいづくり等の促進に向けた普及を図ります。 

 

 

建築物環境配慮制度（CASBEE 川崎）より



都市計画マスタープラン小杉駅周辺まちづくり推進地域構想 Ｈ20.12.11 案 

「案」－50 

（９）「環境」と「経済」の調和と好循環を進め、持続可能なまちづくりを実現するため、都市排 

熱の抑制や地表面被覆の改善の実施など、総合的な地球温暖化対策事業を推進します。 
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都市計画マスタープラン小杉駅周辺まちづくり推進地域構想 Ｈ20.9.16 素案 

 

「素案」－50 40



都市計画マスタープラン小杉駅周辺まちづくり推進地域構想 Ｈ20.12.11 案 

「案」－50 

（７）震災時の迅速な救難・救助活動や円滑な救助物資の運搬など応急活動が行えるよう、緊急

輸送路の整備を推進します。 

 

（８）路線の重要度を総合的に考慮して耐震補強を推進し被害の軽減に努めるとともに、電線類の

地中化や上下水道等の整備を進め、災害に強いライフラインの形成に努めます。【中原 436番】 

 

 ■２ 安全・安心なまちをめざします                                
 

（１）地域防災拠点や避難所等への安全な避難路のネットワ

ークを確保していくために、生活道路の安全性の点検など、

住民の発意による主体的な防災まちづくり活動を支援し

ます。【中原 449番】 
 

（２）災害に強いまちを形成するために、町内会・自治会や

自主防災組織と連携して、地区の安全性について点検する

など、住民の発意による主体的な防災まちづくり活動を支

援します。【中原 456番】 
 
（３）地域での安全・安心なまちづくりを推進するために、

市民、地域、警察等との協働により、地域のパトロールや

防犯灯の設置など、住民の発意による主体的で身近な防犯

対策活動を支援します。 

●避難のイメージ 
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都市計画マスタープラン小杉駅周辺まちづくり推進地域構想 Ｈ20.9.16 素案 

 

「素案」－50 

（７）震災時の迅速な救難・救助活動や円滑な救助物資の運搬など応急活動が行えるよう、緊急

輸送路の整備を推進します。 

 

（８）路線の重要度を総合的に考慮して耐震補強を推進し被害の軽減に努めるとともに、電線類の

地中化や上下水道等の整備を進め、災害に強いライフラインの形成に努めます。【中原 436番】 

 

 ■２ 安全・安心なまちをめざします                                
 

（１）地域防災拠点や避難所等への安全な避難路のネットワ

ークを確保していくために、生活道路の安全性の点検など、

住民の発意による主体的な防災まちづくり活動を支援し

ます。【中原 449番】 
 

（２）災害に強いまちを形成するために、町内会・自治会や

自主防災組織と連携して、地区の安全性について点検する

など、住民の発意による主体的な防災まちづくり活動を支

援します。【中原 456番】 
 

●避難のイメージ 
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都市計画マスタープラン小杉駅周辺まちづくり推進地域構想 Ｈ20.12.11 案 

「案」－50 

 第５部 計画の実現に向けて                            
 ■１  まちづくりの推進                                      
＜マスタープランの実行＞ 

●今後は、都市計画マスタープランにおける基本方針を踏まえつつ、都市計画手法による実現、実

行計画、政策領域別計画や各種事業計画に基づく、事業推進を図っていきます。 

●都市計画手法の活用にあたっては、２号再開発促進地区の区域を拡大し、これらに即して地区計

画策定を進めて、計画的な土地利用を誘導していきます。特に、地区計画によって誘導すべき地

区については、地区計画等の策定の際、めざすべき都市像や各分野別の基本方針の趣旨を踏まえ、

広域拠点にふさわしい土地利用誘導を行っていきます。 

●大規模な開発の誘導にあたっては、本市の都市計画マスタープランは、「大規模な開発行為や建

築行為、土地利用転換に対する誘導の指針」として活用していることから、「川崎市建築行為及

び開発行為に関する総合調整条例」に基づく計画に関する指導及び助言などの際に、この小杉駅

周辺まちづくり推進地域構想に関する方針記述についての積極的な情報提供や指導を行ってい

きます。 

●関連する政策領域別計画や、各種事業計画において、特に小杉駅周辺のまちづくりに大きく関連

する取り組みとして、以下のようなものがあげれらます。 

▽景観計画、武蔵小杉周辺都市景観形成地区 

  現在は、JR 南武線武蔵小杉駅南側のエリアを中心とした地区のため、駅北側エリアの地区

指定を視野に入れながら、「小杉駅周辺地区将来構想」で示された「都市デザイン」の考え方

を基本に、広域拠点にふさわしい景観形成を進めていきます。 

▽バリアフリー基本構想（武蔵小杉駅周辺地区基本構想）の推進 

▽緑の基本計画、小杉地区緑化推進重点地区における緑化施策の推進 

▽福祉・教育施策等と連携し、各世代が豊かに暮らせるまちづくりの推進 

今後も引き続き、各分野と連携を取りながら計画の実現を図ります。 

●また、広域的な観点から、多摩川プランなどとも連携をとってまちづくりを推進していきます。 

●一方、計画の実現にあたっては、市民と行政が協働して取り組む事業や市民が主体となって取り

組む事業に関連して、小杉駅周辺で進められているエリアマネジメントの活動を支援していきま

す。（コラム欄参照） 

●さらに、区役所を中心に市民と行政が協働して取り組んでいく事業や、地域において市民が主体

となって取り組むまちづくり活動についても、できるかぎり情報共有できるようにするとともに、

地元の発意によるまちづくり活動についても引き続き支援を行っていきます。 

 

 ■２ 評価と見直し                                         
＜マスタープランの評価＞ 

●マスタープランに掲げられた都市像を実現するために、地域地区等の土地利用や都市施設・市街

地開発事業等の個別・具体の都市計画決定にあたって、市民の参加により決定していく一連の過

程において、適切な情報の提供を行います。 

●また、小杉駅周辺のまちづくりの動向についても、引き続き情報提供を行っていきます。 

●マスタープランの評価にあたっては、拠点形成に関わる事業が比較的、中長期に渡る事業が多い

ことから、都市計画基礎調査等の結果なども活用しながら、中長期的な視点で、基本方針の評価

方法にふさわしい方法を検討しながら評価を行っていきます。 

 

＜マスタープランの見直し＞ 

●都市計画に関する基礎調査等の結果を踏まえた定期的な見直しや、社会情勢の変化及び事業計画

の進展等に的確に対応した機動的な見直しを進めます。特に、全体構想や区別構想と比較して、

よりきめ細かな内容まで記述している「まちづくり推進地域別構想」の内容については、「めざ

すべき都市像」等の大きな方向性については長期的視点を維持しながら、地域レベルの詳細な内

容に関する事項については、個別の地域事情を踏まえて柔軟に見直していきます。 
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都市計画マスタープラン小杉駅周辺まちづくり推進地域構想 Ｈ20.9.16 素案 

 

「素案」－50 

 第５部 計画の実現に向けて                            
 ■１  まちづくりの推進                                      
＜マスタープランの実行＞ 

●今後は、都市計画マスタープランにおける基本方針を踏まえつつ、都市計画手法による実現、実

行計画、政策領域別計画や各種事業計画に基づく、事業推進を図っていきます。 

●都市計画手法の活用にあたっては、２号再開発促進地区の区域を拡大し、これらに即して地区計

画策定を進めて、計画的な土地利用を誘導していきます。特に、地区計画によって誘導すべき地

区については、地区計画等の策定の際、めざすべき都市像や各分野別の基本方針の趣旨を踏まえ、

広域拠点にふさわしい土地利用誘導を行っていきます。 

●大規模な開発の誘導にあたっては、本市の都市計画マスタープランは、「大規模な開発行為や建

築行為、土地利用転換に対する誘導の指針」として活用していることから、「川崎市建築行為及

び開発行為に関する総合調整条例」第１０条第２項に基づく計画に関する指導及び助言の際に、

この小杉駅周辺まちづくり推進地域構想に関する方針記述についての積極的な情報提供や指導

を行っていきます。 

●関連する政策領域別計画や、各種事業計画において、特に小杉駅周辺のまちづくりに大きく関連

する取り組みとして、以下のようなものがあげれらます。 

▽景観計画、武蔵小杉周辺都市景観形成地区 

  現在は、JR 南武線武蔵小杉駅南側のエリアを中心とした地区のため、駅北側エリアの地区

指定を視野に入れながら、「小杉駅周辺地区将来構想」で示された「都市デザイン」の考え方

を基本に、広域拠点にふさわしい景観形成を進めていきます。 

▽バリアフリー基本構想（武蔵小杉駅周辺地区基本構想）の推進 

▽緑の基本計画、小杉地区緑化推進重点地区における緑化施策の推進 

▽福祉・教育施策等と連携し、各世代が豊かに暮らせるまちづくりの推進 

今後も引き続き、各分野と連携を取りながら計画の実現を図ります。 

●また、広域的な観点から、多摩川プランなどとも連携をとってまちづくりを推進していきます。 

●一方、計画の実現にあたっては、市民と行政が協働して取り組む事業や市民が主体となって取り

組む事業に関連して、小杉駅周辺で進められているエリアマネジメントの活動を支援していきま

す。（コラム欄参照） 

●さらに、区役所を中心に市民と行政が協働して取り組んでいく事業や、地域において市民が主体

となって取り組むまちづくり活動についても、できるかぎり情報共有できるようにするとともに、

地元の発意によるまちづくり活動についても引き続き支援を行っていきます。 

 

 ■２ 評価と見直し                                         
＜マスタープランの評価＞ 

●マスタープランに掲げられた都市像を実現するために、地域地区等の土地利用や都市施設・市街

地開発事業等の個別・具体の都市計画決定にあたって、市民の参加により決定していく一連の過

程において、適切な情報の提供を行います。 

●また、小杉駅周辺のまちづくりの動向についても、引き続き情報提供を行っていきます。 

●マスタープランの評価にあたっては、拠点形成に関わる事業が比較的、中長期に渡る事業が多い

ことから、都市計画基礎調査等の結果なども活用しながら、中長期的な視点で、基本方針の評価

方法にふさわしい方法を検討しながら評価を行っていきます。 

 

＜マスタープランの見直し＞ 

●都市計画に関する基礎調査等の結果を踏まえた定期的な見直しや、社会情勢の変化及び事業計画

の進展等に的確に対応した機動的な見直しを進めます。特に、全体構想や区別構想と比較して、

よりきめ細かな内容まで記述している「まちづくり推進地域別構想」の内容については、「めざ

すべき都市像」等の大きな方向性については長期的視点を維持しながら、地域レベルの詳細な内

容に関する事項については、個別の地域事情を踏まえて柔軟に見直していきます。 
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 資料編                                          
 ■１ 策定経緯 （主な記録）                                    
 

（１）小杉駅周辺地区の開発動向 

平成５年３月   小杉駅周辺地区総合整備構想策定 

平成８年 12 月  小杉駅東部地区地区計画（再開発等促進区）の指定（平成 17 年 10 月変更） 

平成 14 年５月  中丸子地区地区計画（再開発等促進区）の指定（平成 18 年５月変更） 

平成 16 年 12 月 小杉駅南部地区地区計画（再開発等促進区）の指定（平成 19 年４月変更） 

平成 17 年３月  川崎市新総合計画「川崎再生フロンティアプラン」にて小杉駅周辺地区を市

の広域拠点として位置づけ 

平成 19 年３月  川崎市都市計画マスタープラン全体構想及び区別構想策定 

平成 19 年４月  新丸子東３丁目地区地区計画の指定 

          「NPO 法人小杉駅周辺エリアマネジメント」発足 

平成 20 年２月  「小杉駅周辺地区将来構想」策定 

平成 20 年９月  小杉町３丁目中央地区地区計画の指定 

 

（２）小杉駅周辺まちづくり推進地域構想策定経緯 

●説明会・縦覧等 

平成 20 年９月 16 日  素案説明会 

            場所：川崎市総合自治会館大ホール（川崎市中原区小杉町３－１） 

            時間：午後７時から８時３０分まで 

            参加者数：47 名 

平成 20 年９月 17 日  素案縦覧及び意見書募集 

～10 月 16 日  縦覧場所等：都市計画課、各区役所、市民情報室、かわさき情報プラ

ザ、中原図書館、中原市民館、川崎市総合自治会館、市

ホームページ 

意見書総数：20 通（86 件） 

 

●川崎市都市計画審議会 

平成 20 年３月 27 日  第 36 回川崎市都市計画審議会（諮問） 

川崎市都市計画審議会 第７回都市計画マスタープラン小委員会※ 

平成 20 年６月 26 日  川崎市都市計画審議会 第８回都市計画マスタープラン小委員会 

平成 20 年 11 月 11 日 川崎市都市計画審議会 第９回都市計画マスタープラン小委員会 

 

※ 第１～６回の都市計画マスタープラン小委員会は、都市計画マスタープラン全体構想及び区別

構想策定時に開催 
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 資料編                                          
 ■１ 策定経緯 （主な記録）                                    
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（（作作成成中中）） 

49



都市計画マスタープラン小杉駅周辺まちづくり推進地域構想 Ｈ20.12.11 案 

「案」－50 

 ■２ 用語集                                               
 

アメニティ 「快適性、快適環境」と訳される。語源はラテン語のアマーレ（Amare＝愛）。生活環境を

構成する自然や施設、歴史的･文化的伝統等が互いに他を活かし合うようにバランスが

取れ、その中で生活する人間との間に調和が保たれている場合に生じる好ましい感覚を

いう。 

ＮＰＯ Non Profit Organization（民間非営利法人組織）の略。環境・福祉など非営利活動を行う

市民団体の総称。平成 10（1998）年に特定非営利活動団体に法人格を付与する「特定

非営利活動促進法」が施行された。 

オープンスペース 街の中の公園、河川空間、広場、その他公共空地、民有地を問わず、人々に開放された

ゆとりの空間のこと。 

あ
行 

屋外広告物 「屋外広告物法」に基づき、常時又は一定の期間継続して屋外で表示されるものであっ

て、看板、立看板、はり紙及びはり札並びに広告塔、広告板、建物その他の工作物等に

掲出され、又は表示されたもの並びにこれらに類するもの。 

街区 市街地で、道路に囲まれた一つの区画のこと。 

開発行為 「都市計画法」により、主として建築物の建築又は特定工作物の建設の用に供する目的

で行う土地の区画形質の変更をいう。区画形質の変更とは、「区画の変更」（道路や水路

などの新設・付け替え・廃止）、「形状の変更」（切土・盛土などによる造成）及び「性質の

変更」（農地・山林などの宅地化等）を指す。 

革新的なエネルギ

ー高度利用技術 

エネルギー効率の飛躍的向上、エネルギー源の多様化に資する新規技術であって、そ

の普及を図ることが必要なもの。 

川崎縦貫高速鉄道

線 

新百合ヶ丘駅から武蔵小杉駅を経由し、川崎駅までの区間に地下鉄を整備する計画の

こと。新百合ヶ丘駅～武蔵小杉駅を初期整備区間、武蔵小杉駅～川崎駅をⅡ期整備区

間として、整備に向けた取組を進めている。 

環境基本計画 「環境基本条例」に基づき、市の環境行政を総合的かつ計画的に推進するため、環境行

政の基本指針として定められた計画。適正な進行管理を図るため、年次報告書による進

行管理を図っている。（平成６（1994）年２月策定、平成 14（2002）年 10 月一部改定） 

幹線道路 隣接都市拠点や市内の拠点間を連絡し、各地区間の交通を集約して処理をする市街地

の骨格を形成する道路。 

景観計画 「景観法」に基づく法定計画。良好な景観を保全し、また、地域の特性にふさわしい新た

な景観を創出するため、川崎市の景観形成のマスタープランとして、景観の形成に関す

る方針、行為の制限などを定めている。（平成 19（2007）年 12 月策定） 

建築協定 「建築基準法」に基づき、住宅地としての環境や商店街としての利便を維持増進し、ま

た、地域の環境を改善することを目的として、土地所有者がその全員の合意によって、建

築物についての基準（位置、構造、用途、形態、意匠等）を定める制度。  

建築行為及び開発

行為に関する総合

調整条例 

建築行為及び開発行為に関して総合的な調整を図るため、市、事業者及び市民相互の

理解及び協力を促進するための手続を定めるとともに、公園、緑地その他の公共施設の

整備等に必要な事項を定め、良好な市街地の形成に資することを目的とした条例。（平

成 15（2003）年７月制定） 

か
行 

建築物環境配慮制

度 

「環境に配慮し循環型のしくみをつくる」という政策の基本方向に沿って、持続可能な建

築物を普及促進するため、地球温暖化、その他環境への負荷の低減を図ることを目的と

して、建築物の建築に際し、建築主に対して環境への配慮に関する自主的な取組を促 
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 ■２ 用語集                                               
 

アメニティ 「快適性、快適環境」と訳される。語源はラテン語のアマーレ（Amare＝愛）。生活環境を

構成する自然や施設、歴史的･文化的伝統等が互いに他を活かし合うようにバランスが

取れ、その中で生活する人間との間に調和が保たれている場合に生じる好ましい感覚を

いう。 

ＮＰＯ Non Profit Organization（民間非営利法人組織）の略。環境・福祉など非営利活動を行う

市民団体の総称。平成 10（1998）年に特定非営利活動団体に法人格を付与する「特定

非営利活動促進法」が施行された。 

オープンスペース 街の中の公園、河川空間、広場、その他公共空地、民有地を問わず、人々に開放された

ゆとりの空間のこと。 

あ
行 

屋外広告物 「屋外広告物法」に基づき、常時又は一定の期間継続して屋外で表示されるものであっ

て、看板、立看板、はり紙及びはり札並びに広告塔、広告板、建物その他の工作物等に

掲出され、又は表示されたもの並びにこれらに類するもの。 

街区 市街地で、道路に囲まれた一つの区画のこと。 

開発行為 「都市計画法」により、主として建築物の建築又は特定工作物の建設の用に供する目的

で行う土地の区画形質の変更をいう。区画形質の変更とは、「区画の変更」（道路や水路

などの新設・付け替え・廃止）、「形状の変更」（切土・盛土などによる造成）及び「性質の

変更」（農地・山林などの宅地化等）を指す。 

川崎縦貫高速鉄道 新百合ヶ丘駅から武蔵小杉駅を経由し、川崎駅までの区間に地下鉄を整備する計画の

こと。新百合ヶ丘駅～武蔵小杉駅を初期整備区間、武蔵小杉駅～川崎駅をⅡ期整備区

間として、整備に向けた取組を進めている。 

環境基本計画 「環境基本条例」に基づき、市の環境行政を総合的かつ計画的に推進するため、環境行

政の基本指針として定められた計画。適正な進行管理を図るため、年次報告書による進

行管理を図っている。（平成６（1994）年２月策定、平成 14（2002）年 10 月一部改定） 

幹線道路 隣接都市拠点や市内の拠点間を連絡し、各地区間の交通を集約して処理をする市街地

の骨格を形成する道路。 

景観計画 「景観法」に基づく法定計画。良好な景観を保全し、また、地域の特性にふさわしい新た

な景観を創出するため、川崎市の景観形成のマスタープランとして、景観の形成に関す

る方針、行為の制限などを定めている。（平成 19（2007）年 12 月策定） 

建築協定 「建築基準法」に基づき、住宅地としての環境や商店街としての利便を維持増進し、ま

た、地域の環境を改善することを目的として、土地所有者がその全員の合意によって、建

築物についての基準（位置、構造、用途、形態、意匠等）を定める制度。  

建築行為及び開発

行為に関する総合

調整条例 

建築行為及び開発行為に関して総合的な調整を図るため、市、事業者及び市民相互の

理解及び協力を促進するための手続を定めるとともに、公園、緑地その他の公共施設の

整備等に必要な事項を定め、良好な市街地の形成に資することを目的とした条例。（平

成 15（2003）年７月制定） 

か
行 

建築物における駐

車施設の附置等に

関する条例 

「駐車場法」に基づき、建築物における自動車及び自動二輪車の駐車のための施設の

附置等について必要な事項を定めた条例。（平成４（1992）年 12 月制定、平成 19（2007）

年 10 月一部改正） 
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 すもの。 

建築物における駐

車施設の附置等に

関する条例 

「駐車場法」に基づき、建築物における自動車及び自動二輪車の駐車のための施設の

附置等について必要な事項を定めた条例。（平成４（1992）年 12 月制定、平成 19（2007）

年 10 月一部改正） 

広域拠点 「新総合計画」で位置づけられている拠点の一つ。都心や横浜中心部との高い近接性を

踏まえて、市外の隣接都市拠点との調和のもとに適切な機能分担を行い、地理的条件

や交通機能などを活かしながら、民間活力を中心としてまちづくりを推進する拠点。 

交通結節点 鉄道駅や駅前広場など複数の交通手段を相互に連絡する乗換え、乗り継ぎ施設のこと。

交通広場 鉄道駅と他の交通手段を円滑に処理するための交通結節点として、道路に付属する広

場型の道路のこと。 

高度地区 「都市計画法」に基づく地域地区の一つ。市街地の環境を維持し、また土地利用の増進

を図るため、建築物の高さの最高限度又は最低限度を定めるもの。 

小杉駅周辺地区将

来構想 

小杉駅周辺地区全体のまちづくりの基本コンセプトや方針、都市構造の在り方などを定

めたもの。（平成 20（2008）年２月策定） 

小杉地区広域商業

ビジョン 

大規模再開発が進展する小杉地区において、地元商店街が活力を維持し、にぎわいの

あるまちづくりを進めるために、商業者の方々が自ら考え、自ら実現する商業活性化プラ

ン。（平成 20（2008）年３月策定） 

 

コミュニティ施設 子育て支援、保育サービス、高齢者交流、障害者交流、地域情報発信、歴史・文化の継

承発信などのために設置され、地域住民の交流の場となる施設。 

市街地再開発事業 「都市再開発法」に基づき、市街地内の老朽木造建築物が密集している地区等におい

て、細分化された敷地の統合、不燃化された共同建築物の建築、公園、広場、街路等の

公共施設の整備等を行うことにより、都市における土地の合理的かつ健全な高度利用と

都市機能の更新を図る事業。 

自転車等駐車場の

附置等に関する条

例 

「自転車の安全利用の促進及び自転車等の駐車対策の総合的推進に関する法律」に基

づき、自転車等の大量の駐車需要を生じさせる施設における自転車などの駐車場の附

置等に関し必要な事項を定めた条例。（平成 17（2005）年３月制定） 

住宅基本計画 川崎市の住宅及び住環境施策を展開するにあたっての基本方針及び基本施策を示し

たもの。（平成 17（2005）年３月改定） 

さ
行 

生活道路 街区内の交通を集散させるとともに、宅地への出入交通を処理する、日常生活に密着し

た道路。 

多摩川プラン 「新総合計画」の基本施策である「個性と魅力が輝くまちづくり」を実現するため、市民の

心のふるさとと呼べる多摩川を市民共有の財産として再評価し、より豊かな河川空間の創

出を目指すための計画。「川崎の母なる川・多摩川」の魅力を、流域を含めた一人ひとり

の市民が共有し、豊かな自然環境とあらゆる生命（いのち）が共存しうる新しいライフスタ

イルを創造することを目指して、市民や企業、学校などと協働で推進する具体的な取組

についてまとめている。（平成 19（２００７）年３月策定） 

た
行 

地域地区 「都市計画法」で定められた住宅地・商業地・工業地などの土地利用上の地域・地区・街

区の総称。都市計画区域内の土地をどのような用途に利用すべきか、また、どの程度利

用すべきかなどを都市計画において定め、土地の適正な利用と都市環境の保全を図る

ためのもの。用途地域など 20 種類がある。 

 

51



都市計画マスタープラン小杉駅周辺まちづくり推進地域構想 Ｈ20.9.16 素案 

 

「素案」－50 

広域拠点 「新総合計画」で位置づけられている拠点の一つ。都心や横浜中心部との高い近接性を

踏まえて、市外の隣接都市拠点との調和のもとに適切な機能分担を行い、地理的条件

や交通機能などを活かしながら、民間活力を中心としてまちづくりを推進する拠点。 

交通結節点 鉄道駅や駅前広場など複数の交通手段を相互に連絡する乗換え、乗り継ぎ施設のこと。

交通広場 鉄道駅と他の交通手段を円滑に処理するための交通結節点として、道路に付属する広

場型の道路のこと。 

高度地区 「都市計画法」に基づく地域地区の一つ。市街地の環境を維持し、また土地利用の増進

を図るため、建築物の高さの最高限度又は最低限度を定めるもの。 

コージェネレーショ

ンシステム 

あるエネルギー源から、電気と熱など複数の異なるエネルギーを同時に得るシステムのこ

と。エネルギー効率の大きな改善が可能となる。 

小杉駅周辺地区将

来構想 

小杉駅周辺地区全体のまちづくりの基本コンセプトや方針、都市構造の在り方などを定

めたもの。（平成 20（2008）年２月策定） 

小杉地区広域商業

ビジョン 

大規模再開発が進展する小杉地区において、地元商店街が活力を維持し、にぎわいの

あるまちづくりを進めるために、商業者の方々が自ら考え、自ら実現する商業活性化プラ

ン。（平成 20（2008）年３月策定） 

 

コミュニティ施設 子育て支援、保育サービス、高齢者交流、障害者交流、地域情報発信、歴史・文化の継

承発信などのために設置され、地域住民の交流の場となる施設。 

市街地再開発事業 「都市再開発法」に基づき、市街地内の老朽木造建築物が密集している地区等におい

て、細分化された敷地の統合、不燃化された共同建築物の建築、公園、広場、街路等の

公共施設の整備等を行うことにより、都市における土地の合理的かつ健全な高度利用と

都市機能の更新を図る事業。 

自転車等駐車場の

附置等に関する条

例 

「自転車の安全利用の促進及び自転車等の駐車対策の総合的推進に関する法律」に基

づき、自転車等の大量の駐車需要を生じさせる施設における自転車などの駐車場の附

置等に関し必要な事項を定めた条例。（平成 17（2005）年３月制定） 

住宅基本計画 川崎市の住宅及び住環境施策を展開するにあたっての基本方針及び基本施策を示し

たもの。（平成 17（2005）年３月改訂） 

さ
行 

生活道路 街区内の交通を集散させるとともに、宅地への出入交通を処理する、日常生活に密着し

た道路。 

多摩川プラン 「新総合計画」の基本施策である「個性と魅力が輝くまちづくり」を実現するため、市民の

心のふるさとと呼べる多摩川を市民共有の財産として再評価し、より豊かな河川空間の創

出を目指すための計画。「川崎の母なる川・多摩川」の魅力を、流域を含めた一人ひとり

の市民が共有し、豊かな自然環境とあらゆる生命（いのち）が共存しうる新しいライフスタ

イルを創造することを目指して、市民や企業、学校などと協働で推進する具体的な取組

についてまとめている。（平成 19（２００７）年３月策定） 

地域地区 「都市計画法」で定められた住宅地・商業地・工業地などの土地利用上の地域・地区・街

区の総称。都市計画区域内の土地をどのような用途に利用すべきか、また、どの程度利

用すべきかなどを都市計画において定め、土地の適正な利用と都市環境の保全を図る

ためのもの。用途地域など 20 種類がある。 

た
行 

地域防災拠点 災害の発生時に、災害対策の迅速、確実な対応を期するために設けられる拠点のこと。

避難収容機能、物資備蓄機能、応急医療救護機能、情報収集伝達機能を備えており、

川崎市では市内中学校 51 箇所及び南部防災センターが指定されている。 
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バリアフリー 「障壁の除却」を意味し、公共的建築物や道路、住宅での段差解消などで、高齢者や障

害者などに配慮された設計の総称。公共交通機関のバリアフリー化とは、高齢者・障害

者等が公共交通機関を円滑に利用できるようにすることをいう。 

バリアフリー基本構

想 

「高齢者、 障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律」（バリアフリー新法）に基

づき、不特定多数の利用する施設が集積した地区（重点整備地区）において、バリアフリ

ー化を重点的かつ一体的に推進するため、当該地区におけるバリアフリー化のための方

針や事業等を示したもの。 

 

バリアフリー新法に

基づく重点整備地

区 

「バリアフリー新法」に基づき、すべての人々の公共交通機関を利用した移動の利便性

や安全性の向上を図ることを目的として指定されている地区。 

ヒートアイランド 都市域において、人工物の増加、地表面のコンクリートやアスファルトによる被覆の増

加、それに伴う自然的な土地被覆の減少、さらに冷暖房等の人口排熱の増加により、地

表面の熱収支バランスが変化し、都市域の気温が郊外に比べて高くなる現象のこと。こ

の現象は、都市及びその地上気温分布において、等温線が都心部を中心として島状に

市街地を取り巻いている状態により把握することができるため、ヒートアイランドといわれ

る。  

福祉のまちづくり条

例 

福祉のまちづくりに関し、市等の責務や、施策の基本方針を明らかにするとともに、障害

者、高齢者等が安全かつ快適に利用できる施設の整備について必要な事項を定めた条

例。（平成９（1997）年７月制定） 

ペデストリアンデッ

キ 

歩行者のための高架の通路。 

ホームタウンスポー

ツ推進パートナー 

本市において「ホームタウンスポーツ推進パートナー」として認定された、市内を本拠地と

して、全国や世界のトップレベルで活躍しているチームや選手のこと。 

 

歩道状空地 道路に沿って敷地全長（最小限必要な車路により分断される場合を含む）にわたって設

けられ、道路と一体的に利用できるもの、及び、敷地を貫通して道路、公園等を相互に有

効に連絡するもの。 

ま
行 

緑の基本計画 「都市緑地法」に基づき、市町村が策定する緑地の保全及び緑化の推進に関する基本

計画のこと。川崎市では、緑の将来像「ひと・緑・未来かがやく都市・かわさき」を目指し

て、平成７（1995）年 10 月に策定後、「多様な緑が市民をつなぐ地球環境都市かわさき

へ」を基本理念として、平成 20（2008）年３月に改定。 

ユニバーサルデザ

イン 

高齢者や障害者だけでなく、誰もが使いやすいデザインを意味したもので、バリアフリー

をさらに発展させた概念。 

や
行 

用途地域 「都市計画法」に基づく地域地区の一つ。機能的で安全な住みよい都市をつくるため

に、合理的な土地利用計画の基に、建物の用途、建ぺい率、容積率、高さなどについ

て、適性なルールを定めるもの。 

ライフライン 都市の社会基盤として、電気、ガス、上下水道、通信など、市民生活の根幹をなす施設、

機能のこと。 

ランドマーク 特に際立った存在で、地域の目印になるような建築物等のこと。 

ら
行 

緑化指針 「緑の基本計画」及び「緑の保全及び緑化の推進に関する条例」に基づき、地域性を反

映した個性的で付加価値の高い緑を保全・創出・育成することを目的とした具体的・技術

的なガイドライン。（平成８（1996）年４月策定、平成 20（2008）年４月一部改正） 
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「素案」－50 

 ー化を重点的かつ一体的に推進するため、当該地区におけるバリアフリー化のための方

針や事業等を示したもの。 

 バリアフリー新法に

基づく重点整備地

区 

「バリアフリー新法」に基づき、すべての人々の公共交通機関を利用した移動の利便性

や安全性の向上を図ることを目的として指定されている地区。 

ヒートアイランド 都市域において、人工物の増加、地表面のコンクリートやアスファルトによる被覆の増

加、それに伴う自然的な土地被覆の減少、さらに冷暖房等の人口排熱の増加により、地

表面の熱収支バランスが変化し、都市域の気温が郊外に比べて高くなる現象のこと。こ

の現象は、都市及びその地上気温分布において、等温線が都心部を中心として島状に

市街地を取り巻いている状態により把握することができるため、ヒートアイランドといわれ

る。  

福祉のまちづくり条

例 

福祉のまちづくりに関し、市等の責務や、施策の基本方針を明らかにするとともに、障害

者、高齢者等が安全かつ快適に利用できる施設の整備について必要な事項を定めた条

例。（平成９（1997）年７月制定） 

ペデストリアンデッ

キ 

歩行者のための高架の通路。 

ホームタウンスポー

ツ推進パートナー 

本市において「ホームタウンスポーツ推進パートナー」として認定された、市内を本拠地と

して、全国や世界のトップレベルで活躍しているチームや選手のこと。 

 

歩道状空地 道路に沿って敷地全長（最小限必要な車路により分断される場合を含む）にわたって設

けられ、道路と一体的に利用できるもの、及び、敷地を貫通して道路、公園等を相互に有

効に連絡するもの。 

ま
行 

緑の基本計画 「都市緑地法」に基づき、市町村が策定する緑地の保全及び緑化の推進に関する基本

計画のこと。川崎市では、緑の将来像「ひと・緑・未来かがやく都市・かわさき」を目指し

て、平成７（1995）年 10 月に策定後、「多様な緑が市民をつなぐ地球環境都市かわさき

へ」を基本理念として、平成 20（2008）年３月に改訂。 

ユニバーサルデザ

イン 

高齢者や障害者だけでなく、誰もが使いやすいデザインを意味したもので、バリアフリー

をさらに発展させた概念。 

や
行 

用途地域 「都市計画法」に基づく地域地区の一つ。機能的で安全な住みよい都市をつくるため

に、合理的な土地利用計画の基に、建物の用途、建ぺい率、容積率、高さなどについ

て、適性なルールを定めるもの。 

ライフライン 都市の社会基盤として、電気、ガス、上下水道、通信など、市民生活の根幹をなす施設、

機能のこと。 

ランドマーク 特に際立った存在で、地域の目印になるような建築物等のこと。 

緑化指針 「緑の基本計画」及び「緑の保全及び緑化の推進に関する条例」に基づき、地域性を反

映した個性的で付加価値の高い緑を保全・創出・育成することを目的とした具体的・技術

的なガイドライン。（平成８（1996）年４月策定、平成 20（2008）年４月一部改正） 

ら
行 

緑化推進重点地区 「緑の基本計画」で設定することとしている緑地の整備及び都市緑化などを重点的に推

進する地区。駅前等の都市のシンボルとなる地区、特に緑の少ない地区、市街地開発事

業等と連携して計画を策定することが可能な地区等を要件としている。緑化を推進するた

めの具体的な整備の内容、その維持・管理の方法等を定める「緑化推進重点地区計画」

を地区の住民との協働により策定していくものとしている。 
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